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（上嶋作品紹介参照）

1　円山応挙《海辺図》　全図

2　白文方印「應舉」

3　部分図



（田中作品紹介参照）

6　
田

中
有

美
《

三
條

内
府

公
事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

文
武

諸
芸

ヲ
修

習
ス

ル
之

図
」

7　
田

中
有

美
《

三
條

内
府
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事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

文
武

諸
芸

ヲ
修

習
ス

ル
之

図
」

（田中作品紹介参照）

4　
田

中
有

美
《

三
條

内
府

公
事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

二
月

八
日

公
梨

木
町

ノ
第

ニ
生

ル
ゝ

之
図

」

5　
田

中
有

美
《

三
條

内
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事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

公
年

七
歳

始
テ
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読
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後

藤
一

郎
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ク

ル
之

図
」

（田中作品紹介参照）
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中
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下
絵
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中
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り
「

文
武

諸
芸

ヲ
修

習
ス

ル
之

図
」

（田中作品紹介参照）
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下
絵
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二
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八
日

公
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第
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ル
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中
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條
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御

下
絵
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よ

り
「

公
年

七
歳

始
テ

句
読

ヲ
後

藤
一

郎
ニ

受
ク

ル
之

図
」



（田中作品紹介参照）

6　
田

中
有

美
《

三
條

内
府

公
事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

文
武

諸
芸

ヲ
修

習
ス

ル
之
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中
有
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《
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條

内
府

公
事
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巻
御

下
絵

》
よ

り
「

文
武

諸
芸

ヲ
修

習
ス

ル
之

図
」

（田中作品紹介参照）

4　
田

中
有

美
《

三
條

内
府

公
事

蹟
画

巻
御

下
絵
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よ

り
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二
月

八
日

公
梨

木
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ノ
第
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句
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ヲ
後

藤
一

郎
ニ

受
ク

ル
之

図
」



（芳澤作品紹介参照）

13　 「同国〔スペイン〕皇帝並皇太后同市小松宮旅
館ヲ訪問セラレタル時ノ外景」  （7月13日）

11　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ一」  （6月下旬ヵ）

10　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ四　戴冠式ノ為ニ設立シタル緑門」  （明治35年（1902）6月下旬ヵ）

12　「英国倫
（ マ マ ）

動府外「ハムテンコート」離宮外ニ露営ノ印度兵視察ノ図　其ノ一」  （6月28日）

14　 「西班牙国「サンセバスチャン」市外「ウリヤ」山上
ニ於テ皇帝並皇太后小松宮ト景色眺望セラルゝ図」
  中央左から3人目が小松宮ヵ。（7月13日）

（田中作品紹介参照）

8　
田

中
有

美
《

三
條

内
府

公
事

蹟
画

巻
御

下
絵

》
よ

り
「

御
学

問
所

ニ
於

テ
樊

噲
伝

会
読

之
図

」

9　
田
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有

美《
三
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内

府
公

事
蹟
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下

絵
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三

田
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旅
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ニ
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但
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一
挙
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同

意
セ

ス
沢

宣
嘉

独
脱

走
ノ

図
」

（芳澤作品紹介参照）

13　 「同国〔スペイン〕皇帝並皇太后同市小松宮旅
館ヲ訪問セラレタル時ノ外景」  （7月13日）

11　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ一」  （6月下旬ヵ）

10　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ四　戴冠式ノ為ニ設立シタル緑門」  （明治35年（1902）6月下旬ヵ）

12　「英国倫
（ マ マ ）

動府外「ハムテンコート」離宮外ニ露営ノ印度兵視察ノ図　其ノ一」  （6月28日）

14　 「西班牙国「サンセバスチャン」市外「ウリヤ」山上
ニ於テ皇帝並皇太后小松宮ト景色眺望セラルゝ図」
  中央左から3人目が小松宮ヵ。（7月13日）

（田中作品紹介参照）

8　
田

中
有

美
《

三
條
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公
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脱

走
ノ

図
」



（芳澤作品紹介参照）

13　 「同国〔スペイン〕皇帝並皇太后同市小松宮旅
館ヲ訪問セラレタル時ノ外景」  （7月13日）

11　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ一」  （6月下旬ヵ）

10　「英国倫
（ マ マ ）

動府ノ真景　其ノ四　戴冠式ノ為ニ設立シタル緑門」  （明治35年（1902）6月下旬ヵ）

12　「英国倫
（ マ マ ）

動府外「ハムテンコート」離宮外ニ露営ノ印度兵視察ノ図　其ノ一」  （6月28日）

14　 「西班牙国「サンセバスチャン」市外「ウリヤ」山上
ニ於テ皇帝並皇太后小松宮ト景色眺望セラルゝ図」
  中央左から3人目が小松宮ヵ。（7月13日）

（田中作品紹介参照）
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中
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公
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御
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よ
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会
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意
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ス
沢

宣
嘉

独
脱

走
ノ

図
」



（修理報告・二、参照）

23　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理前）

25　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理後）

22　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理前）

24　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理後）

（芳澤作品紹介参照）

18　「沿道ニ於テ小松宮其他集合」  （8月上旬ヵ）
  右から2人目が小松宮、4人目が三宮義胤式部長ヵ。

15　「「シベリヤ」「オムスク」市ニ於テ野営視察ノ図」  （8月10日）

16　 「同「イルクック」停車場プラットホームニ於テ
一行荷物開閉ノ図」  （8月14日）
  かがんでいる人物は小松宮ヵ。

17　「同市〔イルクーツク〕三
ト ロ イ カ ー

頭馬車ノ図」 （8月14日）

20　 「同所〔満洲の一停車場〕ニ於テ我カ一行及其他ノ
集合」  （8月下旬ヵ）

19　「小松宮露国特有ノ丸太建築ヲ実視セラルヽ図」 
  左から2人目が小松宮。（8月15日〜16日ヵ）

21　「満州ノ一停車場ニ於テ我カ一行其他ノ集合」 
  （8月下旬ヵ）

（修理報告・二、参照）

23　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理前）

25　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理後）

22　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理前）

24　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理後）

（芳澤作品紹介参照）

18　「沿道ニ於テ小松宮其他集合」  （8月上旬ヵ）
  右から2人目が小松宮、4人目が三宮義胤式部長ヵ。

15　「「シベリヤ」「オムスク」市ニ於テ野営視察ノ図」  （8月10日）

16　 「同「イルクック」停車場プラットホームニ於テ
一行荷物開閉ノ図」  （8月14日）
  かがんでいる人物は小松宮ヵ。

17　「同市〔イルクーツク〕三
ト ロ イ カ ー

頭馬車ノ図」 （8月14日）

20　 「同所〔満洲の一停車場〕ニ於テ我カ一行及其他ノ
集合」  （8月下旬ヵ）

19　「小松宮露国特有ノ丸太建築ヲ実視セラルヽ図」 
  左から2人目が小松宮。（8月15日〜16日ヵ）

21　「満州ノ一停車場ニ於テ我カ一行其他ノ集合」 
  （8月下旬ヵ）



（修理報告・二、参照）

23　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理前）

25　《住吉物語絵巻》上巻巻頭部分（修理後）

22　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理前）

24　 《住吉物語絵巻》 
上巻（修理後）

（芳澤作品紹介参照）

18　「沿道ニ於テ小松宮其他集合」  （8月上旬ヵ）
  右から2人目が小松宮、4人目が三宮義胤式部長ヵ。

15　「「シベリヤ」「オムスク」市ニ於テ野営視察ノ図」  （8月10日）

16　 「同「イルクック」停車場プラットホームニ於テ
一行荷物開閉ノ図」  （8月14日）
  かがんでいる人物は小松宮ヵ。

17　「同市〔イルクーツク〕三
ト ロ イ カ ー

頭馬車ノ図」 （8月14日）

20　 「同所〔満洲の一停車場〕ニ於テ我カ一行及其他ノ
集合」  （8月下旬ヵ）

19　「小松宮露国特有ノ丸太建築ヲ実視セラルヽ図」 
  左から2人目が小松宮。（8月15日〜16日ヵ）

21　「満州ノ一停車場ニ於テ我カ一行其他ノ集合」 
  （8月下旬ヵ）



（三島論文参照）

28　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　トップ画面

（修理報告・三、参照）

26　《金沢本万葉集》巻第二　第45丁裏・第46丁表（修理前）

27　同上（修理後）

（三島論文参照）

28　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　トップ画面

（修理報告・三、参照）

26　《金沢本万葉集》巻第二　第45丁裏・第46丁表（修理前）

27　同上（修理後）



（三島論文参照）

28　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　トップ画面

（修理報告・三、参照）

26　《金沢本万葉集》巻第二　第45丁裏・第46丁表（修理前）

27　同上（修理後）



（三島論文参照）

30　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品検索結果画面

（三島論文参照）

29　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品トップ画面

（三島論文参照）

30　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品検索結果画面

（三島論文参照）

29　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品トップ画面



（三島論文参照）

30　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品検索結果画面

（三島論文参照）

29　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品トップ画面



（三島論文参照）

31-2　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面（つづき）

（三島論文参照）

31-1　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面

（三島論文参照）

31-2　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面（つづき）

（三島論文参照）

31-1　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面



（三島論文参照）

31-2　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面（つづき）

（三島論文参照）

31-1　三の丸尚蔵館収蔵品検索サイト　収蔵品詳細画面



19

は
じ
め
に

　
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
は
、
卓
越
し
た
画
技
で
在
世
時
か
ら
高
い
画
名
を
得
た
。
天
明

元
年
（
一
七
八
〇
）
の
光
格
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
「
孔
雀
牡
丹
屏
風
」
を
献
上
す
る
（
奥
文
鳴

『
仙
斎
円
山
先
生
伝
』）、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
御
所
造
営
に
際
し
て
多
く
の
障
壁
画
を
描
く

（
後
述
）
な
ど
、
宮
中
と
の
結
び
つ
き
は
と
く
に
強
い
。
当
館
に
は
、
近
世
に
す
で
に
宮
中
に
存
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
《
牡
丹
孔
雀
図
》（
安
永
五
＝
一
七
七
六
年
）
や
《
源
氏
四
季
図
屏
風
》（
天

明
元
〜
二
＝
一
七
八
一
〜
二
年
こ
ろ
）
を
は
じ
め
と
し
、
複
数
の
応
挙
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　《
海
辺
図
》（
以
下
、
本
図
。
カ
ラ
ー
口
絵
1
）
も
、
当
館
が
所
蔵
す
る
応
挙
画
の
一
つ
で
あ

る
。
本
図
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
二
十
四
年
の
第
五
十
九
回
展
「
描
き
継
ぐ
日
本
美
」、
同
二
十
九
年

の
第
七
十
六
回
展
「
名
所
絵
か
ら
風
景
画
へ
」、
令
和
二
年
の
臨
時
展
「
夏
め
く
日
本
　
皐
月
、
水

無
月
、
文
月
」
な
ど
、
幾
度
か
の
機
会
に
展
示
さ
れ
て
き
た
が
、
学
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は

未
だ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
小
稿
で
は
表
現
や
画
題
の
分
析
を
と
お
し
て
、
本
図
の
位
置

づ
け
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、
本
図
の
概
要

　
本
図
は
紙
本
着
色
、
掛
幅
装
の
絵
画
で
あ
り
、
本
紙
の
寸
法
が
縦
二
三・
三
×
横
三
〇・
〇
㎝
と

小
品
で
あ
る
。
款
記
は
な
い
が
、
画
面
の
左
端
、
中
央
よ
り
や
や
上
の
位
置
に
「
應
舉
」
の
白
文

方
印
が
あ
る
（
カ
ラ
ー
口
絵
2
）。

　
本
図
は
二
重
箱
に
納
入
さ
れ
て
お
り
、
外
箱
、
内
箱
と
も
に
蓋
表
に
は
「
御
懸
幅
　
海
邊
圖
　
應

舉
画
　
一
幅
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
外
箱
の
紐
金
具
は
菊
花
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
り
、
内
箱

蓋
裏
に
は
「
御
大
事
の
な
り
／
外
江
出
さ
れ
る
事
／
無
用
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
が
あ
る
（
図
1
）。

　
ま
ず
は
、
本
図
の
構
図
を
見
て
み
よ
う
。
右
下
に
は
、
岩
塊
と
そ
こ
に
生
え
る
松
樹
と
が
描
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
近
景
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
近
景

か
ら
左
上
方
向
へ
と
、
画
面
を
横
断
す
る
よ
う

に
陸
地
が
延
伸
し
、
画
面
の
左
端
で
一
度
途
切

れ
、
少
し
間
を
空
け
て
ふ
た
た
び
画
面
へ
あ
ら
わ

れ
、
右
方
向
へ
と
水
平
に
続
く
。
観
者
の
視
線

は
陸
地
に
沿
っ
て
、
水
平
線
か
ら
半
円
を
の
ぞ
か
せ
る
太
陽
へ
と
導
か
れ
る
。
画
面
は
水
平
視
さ
れ
て

お
り
、
近
景
の
樹
石
が
遠
景
に
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
で
奥
行
き
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
画
面

の
中
央
あ
た
り
に
位
置
す
る
二
本
の
松
の
す
き
ま
に
は
、
き
わ
め
て
微
細
な
筆
致
で
人
家
が
描
か
れ
て

い
る
（
図
2
）。

　
画
面
の
左
下
に
は
、
水
景
が
表
現
さ
れ
る
。
水
面
は
う
ね
る
よ
う
に
山
形
に
隆
起
し
、
そ
の
ま

に
ま
に
白
波
が
立
つ
。
例
え
ば
、
水
面
か
ら
突
起
し
た
岩
塊
の
手
前
の
箇
所
で
は
、
山
形
の
波
が

背
骨
の
よ
う
に
連
続
し
、
そ
の
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ
で
白
波
が
立
つ
さ
ま
が
見
て
と
れ
る
（
図

3
）。
な
お
、
陸
地
で
分
か
た
れ
た
右
上
の
白
く
見
え
る
箇
所
に
も
波
が
確
認
で
き
、
や
は
り
水
景

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
本
図
は
細
か
な
墨
線
描
を
主
体
と
し
た
表
現
を
と
り
、
こ
れ
に
淡
彩
を
併
用
す
る
。
近
景
で

作
品
紹
介

│
円
山
応
挙
《
海
辺
図
》

上 

嶋 

　悟 

史

図1
内箱蓋裏の貼紙

図2　樹間より見える人家

図3　画面下部の波

（細川作品紹介参照）
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は
じ
め
に

　
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
は
、
卓
越
し
た
画
技
で
在
世
時
か
ら
高
い
画
名
を
得
た
。
天
明

元
年
（
一
七
八
〇
）
の
光
格
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
「
孔
雀
牡
丹
屏
風
」
を
献
上
す
る
（
奥
文
鳴

『
仙
斎
円
山
先
生
伝
』）、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
御
所
造
営
に
際
し
て
多
く
の
障
壁
画
を
描
く

（
後
述
）
な
ど
、
宮
中
と
の
結
び
つ
き
は
と
く
に
強
い
。
当
館
に
は
、
近
世
に
す
で
に
宮
中
に
存
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
《
牡
丹
孔
雀
図
》（
安
永
五
＝
一
七
七
六
年
）
や
《
源
氏
四
季
図
屏
風
》（
天

明
元
〜
二
＝
一
七
八
一
〜
二
年
こ
ろ
）
を
は
じ
め
と
し
、
複
数
の
応
挙
画
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　《
海
辺
図
》（
以
下
、
本
図
。
カ
ラ
ー
口
絵
1
）
も
、
当
館
が
所
蔵
す
る
応
挙
画
の
一
つ
で
あ

る
。
本
図
は
こ
れ
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で
、
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十
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回
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美
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同
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九
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第
七
十
六
回
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「
名
所
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か
ら
風
景
画
へ
」、
令
和
二
年
の
臨
時
展
「
夏
め
く
日
本
　
皐
月
、
水

無
月
、
文
月
」
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、
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機
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に
展
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さ
れ
て
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、
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置
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検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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用
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と
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が
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強
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。
画
面

の
中
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あ
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に
位
置
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る
二
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の
松
の
す
き
ま
に
は
、
き
わ
め
て
微
細
な
筆
致
で
人
家
が
描
か
れ
て

い
る
（
図
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）。

　
画
面
の
左
下
に
は
、
水
景
が
表
現
さ
れ
る
。
水
面
は
う
ね
る
よ
う
に
山
形
に
隆
起
し
、
そ
の
ま

に
ま
に
白
波
が
立
つ
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例
え
ば
、
水
面
か
ら
突
起
し
た
岩
塊
の
手
前
の
箇
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で
は
、
山
形
の
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が

背
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の
よ
う
に
連
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し
、
そ
の
ぶ
つ
か
り
合
う
と
こ
ろ
で
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が
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お
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で
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に
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、
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で
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